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１．RICE ⼤学での研究活動 
Rice ⼤学の Tezduyar 研究室では、NASA の次世代宇宙船 Orion が地球に帰還する際に使⽤されるドロー
グパラシュートの流体及び構造解析に関する研究を⾏いました。パラシュートは柔軟構造体であるため、
流体場と構造変化の相互影響を考慮に⼊れた解析を⾏う必要があります。Tezduyar 教授はこの相互影響
を考慮に⼊れた解析⼿法「Fluid-Structure Interaction(FSI)解析」の権威です。Rice ⼤学では圧縮性流体
場における FSI 解析のための初期値を取得することに成功しました。本研究の成果は⽇本流体⼒学会主
催の数値流体⼒学シンポジウムで講演する予定です。 
２．研究活動における⽇⽶の違い 
私が Rice ⼤学での研究を通して感じた⽶国⼤学院に対する印象は主に以下の 2 点です。 
⼤学の好循環サイクルに起因する実⼒・個⼈主義 

⽶国の⼤学は⽇本のそれとは異なり、優秀な研究者を雇⽤するのに多額な資⾦を投⼊し、研究実績を⾼め、
⼤学の知名度・名声を向上させて実⼒のある学⽣を集め、優秀な卒業⽣を輩出することで、彼らから莫⼤な寄
付⾦を受け取り、それを研究者の雇⽤等へ投資するという好循環サイクルが機能していることを肌で感じまし
た。その為、学⽣同⼠は研究仲間であると同時に良きライバルでもあります。チームで実績をあげた際も各個
⼈に対して正当な評価がなされます。私はこの⽶国のシステムに魅了されました。 
明確な意思・⽬標を持って研究に挑む⼤学院⽣ 
 上述の⼤学システムの影響もあり、⽶国では「なんとなく学⽣⽣活を送っている」という学⽣には⼀⼈も出
会いませんでした。⽇本では学部を卒業したら修⼠課程に進学し、就活と卒論を書いて企業へ就職、というあ
たかも皆で決められた線路の上を歩くかのようなキャリアをたどる理⼯系の学⽣が多いですが、⽶国の学⽣か
らは「⾃分がやりたいこと・成し遂げたい事」に向かって⾃ら線路を引いていくという姿勢を感じました。 
 他⽅で⽇本の「和」を基調としたチームワークの⼒は、⽇本の誇れる⽂化であることも感じました。⽶国の
実⼒・個⼈主義に⽇本の「和」の⼒を適応できれば、今以上の成果を上げる事ができるのではと感じました。 
３．⽶国の⽂化・⽣活⾯での発⾒・苦労等 

⽶国で⻑期滞在している間に⾔語や⽂化の違いで苦労する事はほとんどありませんでした。私⾃⾝が
２ヵ⽉間インドに滞在した経験もあり、異⽂化に対する理解が深まっていた事もありますが、移⺠国家で
ある⽶国⾃体が多様性に寛容な国という事も滞在時に苦労がなかった事の原因の⼀つかもしれません。 
４．本プログラムに参加の成果・意義 

私にとっての Nakatani RIES の意義は⽶国での実践的な研究活動の経験を得ただけではなく、⽶国で活躍し
ている⽇本⼈の⽅とお会いできた事です。研究分野では Rice ⼤学の河野先⽣や清⽔先⽣、Columbia ⼤学の上
村先⽣、そして研究以外の側⾯においてもWhite House で仕事をされている⼩泉さん等、普通であればお会い
することすらも難しい⽅々とお話しした経験は、私に多くの刺激を与えてくれました。今後は私が⽇本から来
た学⽣に刺激を与えられるように、今まで以上に勉学・研究に励んでいきたいです。 
５．その他 

本プログラムは私に海外でキャリアを積む決意をさせてくれ、⾮常に貴重な経験となりました。改善点を挙
げるとすれば、より研究/勉強に集中できるスケジュールに改善されるとより良いプログラムになると思いま
す。例えば講演会等のへの参加は必須として問題はないですが、スポーツ観戦などの余暇は各個⼈の判断に任
せても良いと感じました。最後に本プログラムを運営してくださった皆様に⼼から御礼を申し上げます。 


